ダウンロードありがとうございます。
マゾ男性向け作品「保健室の先生」のサンプルボイス用シナリオテキストです。
音声とともに、ごゆっくりお楽しみください。

★保健室の先生★
＜シリーズ１・恋する純情ボーイと優しい先生・プロローグ＞

ありがとう。先生ね、とっても嬉しいわ。君みたいな可愛い子に「好きだ〜」っていってもらえて★このプレゼントも君が選んでくれたの？ありがとう！！え？お返事？え…それは…ええっと…うーん…、ほら、先生は君の事はもちろん可愛いとは思っているんだけど、あ…でも全然年齢が年上だし…、まだ、ちょっと付き合うとかそういうのは早いんじゃないかなって…。え？あ、違う！違うわ！！嫌いだとかそんなわけは…。
あ…ぁ！！な…泣かないで…！本当に君の事はスキだし、可愛い…可愛い教え子だって思っているから…！！あ！あぁ！どうしたらわかってもらえるのかな…？と、とにかく、保健室へ。

ふぅ！！ねぇ、君、本当に先生の言っている事が信じられないの？先生が君の事を大事に思ってるって言葉、信じられない？
ふう！そっか…
じゃぁわかった！！本当は…本当は君が卒業するまで、この気持ちを封印しておこうっておもっていたんだれど、でも…でも君がわかってくれないっているなら仕方がない。今日だけ…今日だけ、先生の気持ち、君に伝えちゃうから…
（…………）
ん…どぅ？先生の気持ち、伝わった？先生だってね、本当は…本当は君の事がスキでスキで仕方がなかったんだよ？それを一生懸命我慢してたっていうのに…、本当に君は…君は…悪い子だ…
（…………）
…ほら、もっと身体をよせて…、そして…舌を絡めて…ん…ん…そうそう、先生に絡めて…（…………）
ん…可愛い…可愛い…君が…君が可愛くて可愛くて、先生…もう、我慢できそうにないかも…。
君の事、全部…全部ほしくなってきちゃったよ…？
（…………）（サンプル音声スタート）
ねぇ…君の大事なところ、さわってもいい…？いい…？いいよね…？あ…あ…あ…ぁぁ！！スキなの、君のこと…好きなの…あ…あ…あぁ…！！とってもとっても…とっても硬くなっている…。どうしたの？こんなにも硬くしちゃって…。私にさわられて喜んでくれているんだね…うふ、ありがとう…とっても…とっても可愛いよ…。可愛いからもっと…もっとさすってあげるね…。ほらほら…ほらほら…あぁ…可愛い…可愛いよ…ココ、擦られて気分はどう？気持ち良い…？先生、君の事がスキだから、もっとさすって、気持ちよくさせてあげるからね…さぁ、ほらほら…感じて…感じて…もっと感じて、気持ちよくなって…。可愛いきみのために、先生はいーっぱいいっぱい君を感じさせてあげる…。ほら…ほら…先生の指は気持ち良い？ん？ん？ココ…ココがいいの…？そう、ココがいいんだね？大丈夫、いっぱいいーーぱい可愛がってあげるよ…ほら…ココ？ココだね…？うふ、身体がビクンってなった…。ココのふくらみのところを指で触れられると感じちゃうんだね…？いいよ…もっと指で感じさせてあげる…さぁ、ほら…ほら…ほら…ほら…。（サンプル音声終了）
ん？なあに…？なにがダメなの…？この部分をこーんなにパンパンにしているのに、なにがダメぇ…なの…？ほら…ほらほら…ほらぁほらぁ…ん〜ん〜はぁはぁ………うふ…はぁはぁ…可愛い声だね…先生の愛撫に感じているんだ……身体もびくびくさせて…はぁはぁ…ん……ん

＝＝＝＝以下、本編にて＝＝＝＝

★保健室の先生★
＜シリーズ１・恋する純情ボーイと優しい先生・その２＞

ダメ…ダメ…ダメだよ…君に…君に…そんな事をされたら…本当にもう先生の理性が…我慢が…で…できなくなってしまうよぉ…あ…あ…あああぁぁん…！！ダメ！ダメだよ…先生…もうダメ…もう止められない…ゴメン…君の事…先生…先生…!!
（…………）
可愛い！あぁん、可愛いよぉ！！君が…君が…わるいんだからね…君が…あんなに…可愛いお口で…私のお汁をなめたりするからぁぁ…そんな事されたら…先生だって…女なんだもの…自分を…おさえられない……。ほら…ほらほら…先生が君の大事なところをもっと気持ちよさせてあげる…、ん…ん…ん…ほぉらぁ、みつけたよ〜さっき先生が可愛がったせいで、ベトベトになった君のおちんちんが…。こーんなにベタベタにしちゃって、そんなに気持ちがよかったの？とっても嬉しいよ…。ほら…先生が綺麗になめてあげるからね…。はぁーむ！！れろれろれろ…んぐんぐんぐんぐ…れろれろれろ…んぐんぐんぐ………
（…………）
とっても可愛らしいおちんちんだね…まだ、綺麗なピンク…で…ぺろん、ちゅぱちゅぱ…アムアム…ああ…若いニオイがする…。
こんなにも…べたべたにして…我慢汁もこんなに垂らしていたんだね…可愛いよ…可愛いよ…。
ほら…舌でこのふくらみもなめてあげるよ…ん、ん、ん、ん…ぺちゃぺちゃぺちゃぺちゃ…ぺちゃぺちゃぺちゃぺちゃ…ん？どうしたの…？
（…………）（サンプルボイススタート）
ん？どうしたの…？ここのところ、なめられると気持ち良いの？なら、ほら…念入りにここの膨らみを舌で転がしてあげるよ？レロレロレロ…レロレロレロ…はぁはぁはぁはぁ…ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ…。ん…？また…お汁がでてきたね…感じているんだね、君は…。可愛い！！可愛いからもっといっぱい吸ってあげるよ？ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ！！レロレロレロレロ！！ちゅぱちゅぱちゅぱ…レロレロレロレロ！！ちゅぽん！
はぁはぁ…ほら…もう、君、ビクビクだよ？さっき一回だしたのに、またイキタクなってきちゃったんだね？ほら？我慢汁もこーんなに沢山だしてぬちゃぬちゃだよ…もうびしょぬれ…うふふ！ちょっと私の唇がふれるだけでも、ほら！うふ！ほら…ビクンビクン…って！！そんなに私の唇が好きなんだね？そんなに…そんなに私の愛撫が好きなんだね？ねぇ？どうしてほしい？先生に君はどうしてほしい？ほら？いってごらん？君の可愛いお口で先生にどんなことしてほしいかっていってもほしいんだ？いわなきゃ先生、わからない…さあ、ほら、いわないと…ちゅぱちゅぽん！！…うふ、ここから先にはすすまないよ？（サンプルボイス終了）
こうやって…ぱく！ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ、エロエロエロエロ、ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ、エロエロエロエロ…ってしてるだけだよ…

＝＝＝＝以下、本編にて＝＝＝＝

★保健室の先生★
＜シリーズ１・恋する純情ボーイと優しい先生・その3＞

あ、え？お？どうしたの？あ…あ！ああん！！ちょ…ちょっと…あ…あぁん！！そ、そんなところは…あ…あん！！…なめちゃ…あ…あん！！！ああ…はぁ…はぁ…ん、あ…だめだよ…だめ…。そんな可愛いお口で…先生のそんなところ…なめちゃ……あ…あん…ん…はぁ…はぁ…だめだよ…ああ…やだ…やだ…うふふ…そんないやらしい音たてて舐めて……。君もそんないやらしい音をたててなめるんだね…？ああんあん…どう？はぁはぁ…先生のおまんこ、お…おいしい…？先生、君みたいな可愛い子のお口でペロペロされているかと思うと…はぁはぁ、ドキドキして…もっと、もっと君にエッチな事、したくなっちゃうよ…？君をもっとアンアンって、いわせたくなっちゃう…ほら…ほら！もっと先生のココをペロペロなめて…！！そう、そう…このクリっとした部分だよ…？ほら…もっともっと舌を突き出して、舌で転がして…あ…あ…あん！！ああ！！…いい！！…いいよ！！舌先がクリトリスにあたって…あ！あ！あ！！ああああんん！！あん！！あん！…だめ！！！はぁはぁはぁはぁーーーん！！！！
（…………）
…ご…ごめんね…先生、軽くイッちゃったんだ…。君のお口があんまり可愛くていやらしいもんだから…先生、たまらなくなってイッチャッタ…。ほら…みて…先生のおまんこ、ぱっくりお口が開いたでしょう？先生ね、いまので、君のおちんちんがね、ここにとーーってもほしくなってしまったんだ…。ほら、もう、先生のおまんこのお口はぬるぬるつやつや…君の…君のおちんちんをくわえたくって、もうよだれをいっぱいたらしているんだよ？（サンプルボイススタート）
…うふ、君のおちんちんはどうかな…？ 
ん？んー？うふふふ！これはすごいね…こんなに大洪水だ…。うふふふ…こんなにおちんちんを濡らして、君もホントは先生のおまんこちゃんがほしいんだね…？先生のおまんこちゃんで、おちんちんを抜き差しされて、快感をあじわいたいんだね？エッチな事がとってもしたいんだね…？…ん？違う…？なにが違うの…？こんなに…こーんなにおちんちんを…びっちゃびちゃに濡らして…おいて…★はむ！ぺろぺろぺろぺろ、あむあむあむあむ、ぺろぺろぺろぺろ、あむあむあむあむ…ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ…れろれろれろれろ…ちゅぱちゅぱちゅぱちゅぱ…うふふ…おちんちんが…お口の中で…お汁をまた…たらしているよ…？…うふふ…こんなに垂らす子だったなんて…ほんと…えっちな子だ…君は…。（サンプルボイス終了）
あ〜あむ、ぺろぺろぺろぺ、ぺちゃぺちゃぺちゃぺちゃ、ぺろぺろぺろぺろ、ぺちゃぺちゃぺちゃぺちゃ…ぺろぺろぺろぺ、ぺちゃぺちゃぺちゃぺちゃ、ぺろぺろぺろぺろ…

＝＝＝＝以下、本編にて＝＝＝＝
★保健室の先生★
＜シリーズ2・生意気ボーイとワイルドな先生＞

おや、もう5時限目がおわったんだね。
ほら、おきな。5時限目が終わったよ？いつまでここで寝てる気だい…？
ん？おやおや…今日は本当にねいっちまってるいるみたいだねぇ……坊やのあそこがおっきしちゃってる…。保健室でたたせちゃうなんていけない子だねぇぇ…。ほら、おっきしないと先生が坊やのココ…さすっちゃうわよ…？ん〜？ほらほら…？ほらほらほらほらぁぁ…？
あ？うふふふ！
あら？うふ、起きた？ざんねーん。
これからいいところだったのにぃ…。
ん？なにかしたかって？うふ、声をかけても坊やが起きないから、優しく身体をつかって起こしてあげていたの…。そんなに前を勃起させてちゃぁ、いやがおでも目につくでしょぉう？うふふ、ほら、６時限目がはじまるわ…いきなさい…。ん？どうしたの…？今日はやけにまごまごしてるわねぇ…いつもは生意気な口たたいて出ていくくせに…。あ…そっかぁ〜うふふ…そういう事ね……（こつこつこつこつ）
前が勃起しすぎていて、でていけないのね…？
そぉぉ〜そおよねぇ〜〜こーんなに勃起しすぎてちゃぁ…でていけないわよねぇ…？ん～？
うふ！なあに？触られてビクってしちゃったぁぁぁ？そういう事に敏感な時期だもんねぇぇ。（サンプルボイススタート）
…ほぉらぁ…中のほうはどーんな事になっているの…？ん…？ん…？ん…？ほらぁ絡めちゃうよ、坊やのおちんちんに、先生の手、からめちゃうよぉぉぉ〜〜？ほら、ほらぁぁ～あ…あ…ああん、随分りっぱに育っているみたいじゃないか…？手につたわってくる感触だけでも、はっきり立ち上がっているのがわかるよ…？こんなに大きくそだっちゃってぇ…はいりたての頃は皮をかぶったかっわいいおちんちんだっただろうに…大きくそだったもんだねぇ〜ほらほらぁ〜ほらほらぁぁ〜〜。あ…うふ、うふふふ！なんだい？嫌だったのかい…？嫌だったんならここまでにしておいてあげるよ〜？でも、そ〜〜んな勃起したおちんちんで外歩けるのかい…？それに…
こーんなに私の手を我慢汁で濡らしておいて…さぁ★
おちんちん、ぐちょぐちょなんだろう…？先生にこうやって後ろから胸を押し付けられて、おちんちんをまさぐられて、本当は感じているんだろぅ…？じゃなきゃ〜こ〜んなにもぐちょぐちょになるわけないもの…？本当は、いま、この場で、一発、だしちゃいたいんだろう…？（サンプルボイス終了）
精子をびゅびゅってだしちゃいたいんだろう…？だったらほらぁぁ〜先生が〜やさしくぅぅぅ〜〜いかせて〜あげる〜よ！！！うふふふ！！ほぉ～らほぉぉ〜ら、もう勃起して濡れっ濡れのおちんちんじゃないかぁぁぁ〜？

＝＝＝＝以下、本編にて＝＝＝＝
★保健室の先生★
＜シリーズ2・生意気ボーイとワイルドな先生その２＞

～前文略～

…玉を手で転がしながら、いーーっぱいなめてやるんだぁ…そうすると、たいていのオトコはすぐに…えろん、復活するんだ……ほらぁ、坊やもたってきた…たってきたよ…。坊やもスキなんだねぇぇ…先生におちんちんをなめなめされるのが…ぺろんちゅぱんちゃぷちゃぷ…じゅぼじゅぼぺちゃぺちゃ…ちゃぷちゃぷ…ほぉら…じゅぼじゅぼ（サンプルボイススタート）
ぺちゃぺちゃ…ちゅぽん！！うふ…そしてね…そういうオトコに限って、マゾ要素が強かったりするんだよ…？こーんな半裸な格好で、おちんちんをちゅぱちゅぱされて、恥ずかしいったらありゃしないのに、おちんちんがびくびくして感じちゃうんだ。そしてやがてエッチなお汁をだしはじめてぇ……。うふふ、さぁ、坊やはどっちだろうねぇ…半裸状態で玩具にされて喜んじゃういっやらしい変態マゾさんかねぇぇ？先生に本当の正体をみせておくれよ…？さぁ！！ほらほらぁ！ほらほらぁぁぁ…！！うふ！うっふふふ…（サンプルボイス終了）先生、きいちゃった…。君の「あ・え・ぎ・ご・え」
「アンアン」っていったねぇぇ…。手でちょっと激しくしごいてやったら「あんあん」だって…。ふ…なんだかんだいっても、声もらしているところをみると、あんたもマゾ…なんだろ…？私に「犯されたい」んだろう？？？
へぇぇ、ちがう？ふ…だったら、このぉネバ〜〜〜ってした、手についてきたものはなんなのさ？こーーんなに透明な涎をたらしてぇぇ…。これのぉぉ〜どこがぁぁ〜〜かんじてない…って〜いうんだいぃぃぃぃ！！！ほらほらほらほらぁぁ！！！あっははは！！びんびんのぐっちょぐちょじゃないか！？こんなんで、よく自分はマゾじゃないっていえるもんだねぇぇぇ！

＝＝＝＝以下、本編にて＝＝＝＝

★保健室の先生★
＜シリーズ3・優等生ボーイと新米ドジ先生＞

あぁぁぁぁん！！やっぱりだめーー！先生にはやっぱり無理ぃぃ！！みんなの前で、保健体育をおしえるなんて、先生には無理よぉう！！
はぁ…なんで、本に書いてある事すら、まともに喋る事ができないのかしら…。優等生のあなたにお願いして、こーんなに毎日毎日練習しているっていうのに…。はぁ…なんで、こんなに先生はドジなのかしら…？もう、先生、どうしていいか…。助けて…優等生くん…。

え？へ？今、なんていったの？まぁぁ！！？ちょ、ちょっと優等生クン、なんて事をきくのぉぉ！？オ、オトコのぺ…ペニスなんて…そ、そんなもの…見た事あるわけが…。…あ、そっかぁぁ！！実際に見て、しくみがわかれば、教科書にたよらなくても喋る事ができるかも…っていうわけね！！？…あ、でも…、でもぉ…先生、今、特におつき合いしている男性とかはいないし………。
うーん…
うーん…
うーん………。
（…………）
あ、そうだ…優等生くん…もし、よかったら…先生に…その…君のぺ…ペニスの事を…教えてくれない…かなぁ？先生にその…君のペニスを…みせてくれない…？…だめぇ？お！！お願い！！先生を救うと思ってぇ！！
いやぁーん！お願い！お願いぃぃ！！先生を見捨てないでェェ！！！
…へ？本当！！ありがとう！！
じゃあ早速、その…君の…ペニスをみせてくれるかな…？
あ…！（サンプルボイススタート）
あ…あ…あぁぁ…はうあぁぁぁーーーこ、これが…優等生くんのぺ…ペニス…。はぁぁぁぁん……かわいい…。優等生くんってば、普段はメガネをかけてクールな顔をきどってるくせに、おちんちんにはまだ毛がうっすら…な感じなのね…。あ！ごめん！なんだか失礼な事いっちゃったかな？でも、とっても可愛い…。さわってみても…いい…？あ…あ…あ…やわらかーい…。
ムニっとしてて…。
ねぇ、優等生くん…君もやっぱり…オナニーとか…するのかなぁ…？オナニーとかして、精子をだすのかなぁ…？エッチな本とかみるの…？そ…そうなんだぁぁ…優等生くんでも、そういう事するんだね…。そういう時って、どんな感じでオナニーをするの？やっぱり、よくあるように、手で握ってシコシコ…ってしてだすのかなぁ…？こんな風ににぎってシコシコーっってするのかなぁ？
あ、きゃっ！ごめん！！
つい、わたしったら…。（サンプルボイス終了）
あ、でも、このペニスの先っぽのつやつやしてるところって、亀頭っていうんだよね？触ってみてもいい？なんだか、すっごくつやつやしていて、ドームみたいだね…。
あ、きゃ！！なに！？先のほうからネバ～ってした透明な液が垂れて来たよぉ…？あ、これってもしかして…カウパー液…っていうやつかしら？

＝＝＝＝以下、本編にて＝＝＝＝

· おまけサービスボイス★
〜電車／豹変痴女の心のささやき〜
＜＜サンプルボイスは省略させて頂きました。サンプルはシナリオのみです。音声は本編でお楽しみください＞＞

さぁて、今日はどの子をかわいがってやろうかなぁぁ〜〜。ん？へぇぇ！！あのドア際の子、可愛いじゃないか…まさに今年の春、入学したばかり…って感じ★ふふ…初々しい制服姿がそそられるねぇぇ…。あの服の下には、どんな身体がかくれてるんだろう…？そしてその身体をいじくってやったら、どんな反応をするんだろう…うふふ！きめた！今日はあの子をいただいちゃおうっと★
（…………）
うふふ、やっと近づいた★へぇぇ、近くでみればみるほど…じゅる！！そそる子だねぇぇ…！！ああん！もう、パンティがぬれちゃう★さぁ、それじゃぁ、坊や、まずはおねえさんのダイナマイトおっぱいをその背中にピトってしちゃうからねぇぇ〜〜そぉ〜ら！そぉ〜らぁぁ！！
ああん！今日もノーブラだから、サキッポが感じちゃぅぅー！！ああん！うふふ、もうビンビンだから坊やにもそれが伝わっているはず？うふふふ、ほらぁどぉ？お姉さんのおっぱいの感触は…？そぉら〜そぉらぁぁぁ…。
うふふふ！！ちょっと気にしはじめたみたいね★じゃぁ、次はお尻…この可愛い可愛いお尻をお姉さんがなでなでして可愛がってあげる♪
ほぉらほら、お姉さんの手がスルスルって坊やのお尻にのびていくわよぉ？ほらぁ…ほらぁぁ…ほらぁぁぁ…あ…あ…あ…ああん！！可愛いお尻！！きゅっとひきしまっていて、とってもわっかわかしい感じ♪たまらないわぁぁ！！
そして、ほらほぉら～、割れ目のところをつたって、もっと前へ前へ……。あ！ああん！おおっと！！腰をくねらせたわね…ふ！にがさないわよ？そうは…させないんだから！！
うふふふ！！これで、身動きとれないでしょう？こんなけ身体を密着されたら…うふふ、
さぁ、坊や、たっぷり可愛がってあげるわよぉぉ？ほらほら、お姉さんの手が今度は坊やのズボンのポケットの中に…。サイドのポケットの中をがそごそして、その先にはなにが…あるのかな…？そら…そら…そら…そらぁぁ★あ、あ、ああん！坊やのおちんちんみーっけ★

＝以下、本編にて続く＝

この度は、「保健室の先生・サンプルボイス」をご拝聴頂き、誠にありがとうございました。
「保健室の先生・サンプルボイス」はいかがでしたでしょうか？
ぜひ、本編のほうで、さらに濃厚なドキドキのヒトトキをお過ごし頂ければと思います。今後とも、どうぞ音姫堂を宜しくお願いいたします（*^_^*）

制作：音姫堂
代表：浦島次郎
今回の声優：姫鳥丸様（ひめがらすさま）
